
清
田
支
部

組
合
員

１
０
０
名
を
達
成

９
・

月
の
仲
間
作
り
行

10

動
で
、
４
月
の
支
部
大
会
以

降
、
９
人
目
の
組
合
員
が
増

え
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
入
会

の
訴
え
に｢

余
り
参
加
出
来
な

い
け
ど
頑
張
り
ま
す｣

｢

お
誘

い
に
来
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う｣

と
加
入
し
て
く
れ
ま
し

た
。
麻
雀
体
験
か
ら
の
加
入

で
す
。
つ
い
に
１
０
０
名
の

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

月
に
入
り
１

11

人
加
入
し
、
１
０
１
名
と
な

り
、
年
間
の
支
部
目
標
を
超

過
達
成
し
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た｢
ご
長
寿

の
祝
い
・
新
組
合
員
歓

迎
会｣

【

月

日
付｢
ね

10

27

ん
き
ん
き
よ
た
の
風｣

よ
り
】

９
月

日
、
快
晴
に
恵
ま

30

れ
、

名
が
参
加
し
、
た
ま

22

ゆ
ら
の
杜
へ
日
帰
り
温
泉
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
午

前
中
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

麻
雀
、
散
策
、
入
浴
等
、
自

由
行
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
妹
尾
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
、
松
田
顧
問
の
乾

杯
で
弁
当
と
ビ
ー
ル
で
懇
談

し
ま
し
た
。

新
組
合
員
の
１
人
は
夫
婦

そ
ろ
っ
て
の
組
合
員
に
な
り

ま
す
が
、｢

参
加
出
来
る
と
き

は
頑
張
り
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。

も
う
１
人
の
新
組
合
員
は

｢

『
き
よ
た
の
風
』
特
に
『
川

柳
コ
ー
ナ
ー
』
を
真
っ
先
に

読
ん
で
『
く
す
っ
』
と
笑
う

の
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

石
狩
支
部

２
名
入

会
で
目
標
達
成

支
部
再
建
直
後
の
６
月
30

日
に
年
金
学
習
会
を
開
催
し
、

組
合
員
以
外
の
方
も
多
数
参

加
し
ま
し
た
。

月
間
に
当
た
り
、
組
合
に

加
入
し
て
い
な
い
学
習
会
参

加
者
を
訪
問
し
た
所
、
快
く

加
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も

う
１
人
も
学
習
会
に
参
加
し

て
い
る
方
で
、
別
の
集
会
の

帰
り
道
で
一
緒
に
な
っ
た
の

で
誘
っ
た
と
こ
ろ
入
会
し
て

く
れ
ま
し
た
。

学
習
会
へ
の
参
加
を
広
く

呼
び
掛
け
、
組
合
員
以
外
の

方
と
結
び
つ
き
が
出
来
た
こ

と
が
今
回
の
加
入
に
繋
が
り

ま
し
た
。

旭
川
支
部

年
金
支

給
日
宣
伝
で
加
入

旭
川
支
部
で
は

月

日

10

15

の
年
金
支
給
日
宣
伝
行
動
で

１
名
加
入
し
ま
し
た
。
も
と

も
と
深
川
支
部
の
組
合
員
だ

っ
た
方
で
、
そ
の
場
で
加
入

し
ま
し
た
。

旭
川
支
部
で
は
、

｢

秋
の
作
品
展｣

な
ど
で
他
に

２
名
が
加

入
し
て
い

ま
す
。
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札
幌
清
田･

石
狩
支
部
が
月
間
目
標
達
成

旭
川
支
部
で
は
年
金
支
給
日
宣
伝
で
１
名
加
入

道
年
金
者
組
合
ニ
ュ
ー
ス

10月15日に｢女性の旅｣

特集号を発行したため

女性部だより
11月15日号
は休刊
します

札幌清田支部 ご長寿を祝う会･新組合員歓迎会

旭川支部
の年金支
給日宣伝
の 様 子

今
年
の
参
院
選
の
結

果
、
衆
参
で
自
民
党
は

過
半
数
割
れ
の
政
権
に

転
落
。
そ
の
後
の
総
裁

選
で
タ
カ
派
の
高
市
早

苗
氏
を
総
裁
に
。
続
い

て
自
民
と
の
共
倒
れ
を
恐
れ

た
公
明
党
が
政
権
離
脱
。
慌

て
た
高
市
氏
は
、
日
本
維
新

の
会
を
抱
き
込
み
連
立
へ
動

き
、
高
市
政
権
が
発
足
し
た
。

自
民
党
政
治
の
行
き
詰
ま
り

を
象
徴
す
る
激
動
的
な
政
局

が
続
く
▼
物
価
高
に
苦
し
む

国
民
を
置
き
去
り
に
、
自
維

連
携
に
よ
る
差
別
・
排
外
主

義
が
横
行
す
る
危
険
な
動
き
。

来
日
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

を
天
ま
で
持
ち
上
げ
、
米
国

空
母
に
乗
り
込
み
大
軍
拡
を

公
約
す
る
高
市
首
相
。
ト
ラ

ン
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
喜
ば
せ

る

兆
円
も
の
投
資
も
▼
ど

80
う
な
る
日
本
。
平
和
・
暮
ら

し
・
経
済
に
重
大
な
危
険
が

及
ぶ
対
米
追
随
外
交
に
国
民

は
ウ
ン
ザ
リ
。
急
が
れ
る
国

民
的
な
反
撃
、
壊
れ
る
医
療

・
介
護
に
予
算
を
回
せ
、
年

金
・
賃
金
上
げ
ろ
、
学
費
の

無

償

化

を

、

な

ど

兆

80

円

を

国

民

生

活

に

充

て

ろ

と

共

同

の

た

た

か

い

を
。
（
吉

田
）

原 生 林

札
幌
北
支
部

肥
田
町
子



月

日
年
金
支
給
日
宣
伝

10

15

行
動
が
行
わ
れ
、

支
部
か

34

ら
２
６
９
名
が
参
加
。
５
１

０
筆
の
年
金
署
名
を
集
め
、

１
０
３
４
枚
の
年
金
ビ
ラ
を

配
布
す
る
な
ど
、
今
年
度
、

最
大
規
模
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
網
走
支
部
が
コ
ロ

ナ
後
、
初
め
て
年
金
支
給
日

宣
伝
を
再
開
し
、
芽
室
支
部

も
今
年
初
め
て
宣
伝
を
行
い
、

旭
川
支
部
で
組
合
員
が
増
え

る
な
ど
、
実
り
多
い
宣
伝
行

動
と
な
り
ま
し
た
。

網
走
支
部
が
年
金
支

給
日
宣
伝
を
再
開

コ
ロ
ナ
後
、
実
に
数
年
ぶ

り
の
統
一
行
動
で
し
た
。

事
前
の
訴
え
が
不
十
分
な

こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
５

人
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、

幟

、
横
断
幕
で
目

の
ぼ
り

に
訴
え
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

ア
ピ
ー
ル
、
ビ
ラ
配
布
で
、

低
年
金
改
善
や
最
低
保
障
年

金
制
度
の
創
設
を
訴
え
ま
し

た
。
【
網
走
支
部
ニ
ュ
ー
ス
10

月
号
よ
り
】

札
幌
西｢

今

頑
張
ら

な
け
れ
ば
！｣

札
幌
西
支
部
は
、

名
が

16

参
加
し
て
宣
伝
署
名
を
行
い

筆
の
署
名
を
集
約
し
ま
し

30た
。
札
幌
西
支
部
ニ
ュ
ー
ス

｢

ね
ん
き
ん
に
し｣

よ
り
当
日

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

署
名
を
し
て
く
れ
た

代
70

の
方
は｢

本
当
に
物
価
高
で
お

金
が
飛
ん
で
い
く
っ
て
本
当

だ
ね
。
わ
れ
わ
れ
も
ボ
ー
ナ

ス
欲
し
い
ね
。
頑
張
っ
て
下

さ
い｣

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

｢

ま
だ
年
金
は
も
ら
っ
て
い
な

い
け
ど｣

と
い
っ
て
署
名
し
た

母
娘
。｢

あ
な
た
も

歳
に
な

20

っ
た
ん
だ
か
ら
署
名
し
て
あ

げ
な
さ
い｣

と
母
親
に
言
わ
れ

て
書
い
て
く
れ
た
娘
さ
ん
。

若
い
人
た
ち
が
き
ち
ん
と
年

金
を
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
、

わ
れ
わ
れ
が
頑
張
ら
な
け
れ

ば
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
宣
伝

行
動
で
し
た
。
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･

年
金
宣
伝:

支
部
２
６
９
人
参
加

10

15

34

網
走
支
部
が
コ
ロ
ナ
後
初
め
て
宣
伝
再
開

札
幌
西
支
部
の
み
な
さ
ん

１０.３１拡大女性部代表者会議を開催
10月31日代表者会議を札幌で開催し､２２支部から２８名

が参加しました。道本部から土本委員長と菊地会計長が出席し

ました。菅原章子女性部長、若狭泰子事務局長はじめ昨年と同

じ役員を選出しました。

「女性部交流の旅」については、いろいろな制限がある中で

も｢旅は続けて欲しい｣と言う声が圧倒的で、幸い十勝ブロック

から道本部に積極的な声かけを頂き、2026年度は十勝方面で

開催することを決めました。ホテル等は今後検討します。

１０．６全国女性部交流会に参加して
生活出来る年金､社会保障は人権！社会正義を前へ！
10月６･７日全国女性部交流会が東京で開催され、全国から

約100名が集まり、道本部からは札幌北支部の阿部悦子さん

(女性部役員)が参加しました。以下はその報告です。

2012年の年金大改悪と闘った年金裁判‼ 物価に追いつかな

い年金、マクロ経済スライドの問題点と矛盾点について報告が

ありました。今年6月にILOを訪問した年金者組合中央本部代

表団の報告では、女性の低年金問題に切り込み、ILO条約から

見て最高裁判決は不当‼ と報告し、これからの展望も語られま

した。２日目は第１分科会｢女性部活動、支部活動をどう進め

るか｣に参加しました。

戦
争
法
廃
止
求
め
る
宣
伝
行
動

安
保
法
制(

戦
争
法)

の
強
行
か
ら
10

年
と
な
っ
た
９
月

日｢

戦
争
法
の
廃

19

止
を
求
め
る
白
石
の
会｣

主
催
の
宣
伝

行
動
が
白
石
区
役
所
前
で
行
わ
れ
、
札

幌
白
石
支
部
も
参
加
し
ま
し
た(

写
真

下)

。

｢

安
保
法
制
反
対
！
憲
法
生
か
す
平

和
外
交
を
！｣

｢

イ
ス
ラ
エ
ル
は
虐
殺
や

め
よ
！｣

｢

核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
せ

よ｣

な
ど
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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月

～

日
上
川
ブ
ロ

10

10

12

ッ
ク
恒
例
の｢

秋
の
作
品
展
と

交
流
の
つ
ど
い｣

を
行
い
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
旭
川
市

民
文
化
会
館
の
会
場
い
っ
ぱ

い
に
絵
画
、
絵
手
紙
、
写
真
、

洋
裁
、
和
裁
、
書
道
、
木
工

品
な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
組
合
員
中

心
に

名
が
３
６
９
点
の
作

60

品
を
展
示
し
、
１
４
２
人
の

方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

洋
裁
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
っ
て｢

ヨ
ウ
サ
イ
サ

ー
ク
ル｣

の
の
れ
ん
を
作
っ
て

飾
ろ
う
と
し
て
お
り
、
パ
ワ

ー
を
感
じ
ま
し
た
。

洋裁サークルの展示コーナー

展
示
見
て
１
名
加
入
！

展
示
会
に
来
た
高
齢
の
女

性
が
会
場
の
お
し
ゃ
べ
り
コ

ー
ナ
ー
で
組
合
員
と
お
し
ゃ

べ
り
す
る
中
で
年
金
者
組
合

に
加
入
し
ま
し
た
。

洋 裁 サ ー ク ル の み な さ ん が

展 示 準 備 中

月
４
日
、
常
呂
森
林
公
園

10パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
網
走

ブ
ロ
ッ
ク
秋
の
親
睦
交
流
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
例
年
９
月
の
開
催

で
す
が
、
今
年
は
９
月

日
28

の
遠
軽
町
議
会
選
挙
を
控
え

月
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

10
女
性
６
名
、
男
性

名
の

11

名
が
参
加
し
て
勝
敗
を
争

17い
ま
し
た
。
網
走
支
部
が
実

力
を
発
揮
し
、
男
女
と
も
に

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
の
中
、
参
加

者
み
ん
な
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
楽
し
く
交
流
し
ま

し
た
。

国
は
小
樽
港
を
特
定
利
用
港

湾
に
指
定
し
、
有
事
の
際
に

は
好
き
勝
手
に
使
用
し
よ
う

と
狙
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
既
に
苫
小
牧

や
函
館
な
ど
７
港
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、
主
要
な
港
で
は

小
樽
港
だ
け
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
国

は
あ
の
手
こ
の
手
で
指
定
の

承
認
を
迫
っ
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

先
日
、
市
内
の
民
主
団
体

な
ど
が｢

小
樽
港
の
平
和
を
考

え
る
市
民
の
会｣

を
立
ち
上
げ

軍
港
化
反
対
の
署
名
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

快 晴 の 中 楽 し く パ ー ク ゴ ル フ で 交 流

迫
俊
哉
小
樽
市
長
は｢

月
ま

12

で
に
は
指
定
を
決
定
し
た
い｣

と
前
の
め
り
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
緊
急
を
要
す
る
行
動
に

な
り
ま
す
。

年
金
者
組
合
小
樽
支
部
と

し
て
子
や
孫
た
ち
を
戦
火
か

ら
守
る
た
め
、
積
極
的
に
署

名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

し
、
多
く
の
組
合
員
に
協
力

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。小樽港に入港する空母キティーホーク苫小牧支部 中島 浩子

支

部

だ

よ

り

上
川
ブ
ロ
ッ
ク

旭
川･
名
寄･

士
別
秋
の

作
品
展
と
交
流
の
つ
ど

い

短

歌

作
品
展
集
い
し
笑
顔
う
た
ご
え
に

明
日
へ
の
想
い
励
み
に
な
り
て

旭
川
支
部

ゆ
き
ん
こ

《活動日誌》
１０月度

2日(木)道労連最賃宣伝行動(札幌)
3日(金)網走ブロック会議
6日(月)日胆ブロック会議

6～7日 全国女性部交流集会(東京)
12日(日)上川ブロック会議
14日(火)第3回常任執行委員会
15日(水)年金支給日宣伝
17日(水)札幌支部協(ブロック)会議
18日(木)道社保学校
19日(日)道労連執行委員会
21日(火)第4回執行委員会

女性部役員会
23日(木)明るい会2025年度総会
24日(金)南空知ブロック会議
26日(日)芽室支部年金学習会
31日(金)全道拡大女性部代表者会議

《活動予定》
１１月度

12日(水)第4回常任執行委員会
16日(日)道労連執行委員会
18日(火)第５回執行委員会

女性部役員会
19日(水)前進座旭川講演
19～20日中央本部執行委員会(東京)
21日(金)前進座札幌講演
28日(金)第30期手稲支部定期総会

網
走
ブ
ロ
ッ
ク

北
見･

遠
軽
・
網
走

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

小
樽
支
部

小
樽
港
の
軍
港
化
反
対

署
名
行
動
始
ま
る
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江
別
支
部

木
村

豊
子

網
走
支
部

高
間

尚
子

網
走
支
部

太
田

和
子 室蘭支部 菅野由紀子

網
走
支
部

村
椿

直
子

網
走
支
部

鈴
木

英
子

網
走
支
部

山
本

玲
子

江別支部 八重埼 道子

札
幌
豊
平
支
部

髙
沢
寿
枝
子

札幌清田支部 西村トメ子札幌清田支部 平田紀代美札幌清田支部 高嶌東亜子

ち
ぎ
り
絵

文

芸

欄

俳

句

何
度
か
は
静
か
な
闇
夜
赤
き
月

札
幌
白
石
支
部

福
尾

弘
子

酒
断
つ
を
決
め
て
帰
燕
の
空
仰
ぐ

札
幌
白
石
支
部

山
本

正
博

カ
メ
虫
を
潰
し
夜
食
の
箸
持
て
ず

室
蘭
支
部

落
合

敏
子

ぽ
つ
ぽ
つ
と
雨
の
花
野
を
帰
り
け
り室

蘭
支
部

上
野

利
久

停
戦
と
て
収
容
所
な
お
曼
珠
沙
華

札
幌
東
支
部

北
川

恭
三

先
客
は
紅
葉
一
葉
よ
露
天
風
呂

ひ

と

は

網
走
支
部

一
興

老
い
長
け
て
五
感
鈍
り
て
秋
の
暮

北
見
支
部

朝
川

幸
一

秋
天
や
ガ
ザ
の
子
等
に
も
こ
の
空
を北

見
支
部

村
口

照
美

夕
月
夜
カ
ー
テ
ン
透
き
間
さ
し
込
み
て

北
見
支
部

小
川

廸
子

山
の
端
に
二
重
に
架
か
る
秋
の
虹

ふ

た

え

旭
川
支
部

撮
り
鉄
爺
さ
ん

手
間
か
け
ぬ
ブ
ド
ウ
た
わ
わ
に
手
に
重
し

北
見
支
部

河
西

澄
子

川

柳

無
駄
金
を
積
ん
で
沈
め
る
辺
野
古
基
地
十
勝
支
部

金
倉

俊
嗣

マ
ス
コ
ミ
が
総
裁
選
を
煽
っ
て
る

旭
川
支
部

中
易
政
四
郎

中
世
に
戻
っ
た
様
で
す
こ
の
地
球

芽
室
支
部

千
葉

清
晃

裏
金
を
議
員
減
ら
し
に
す
り
か
え
る網

走
支
部

一
成

ウ
ソ
つ
か
な
い
言
っ
て
る
先
か
ら
ウ
ソ
が
ば
れ

旭
川
支
部

街
す
ず
め

短

歌

酷
使
さ
れ
異
国
に
斃
れ
し
土
工
夫
を
悼
む

碑

た
お

い
し
ぶ
み

吾
亦
紅
の
花

わ
れ
も
こ
う

網
走
支
部

宏

作
品
応
募
先

０
１
１/

８
７
６/

８
５
１
１/

メ
ー
ル

d
o
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k
in@
siriu

s.o
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/
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宛
先

:
札
幌
市
白
石
区
菊
水
１
条
４
丁
目
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２
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